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論 文 内 容 の 要 旨 
序章 
本論文は、ルプランス・ド・ボーモン夫人(Jeanne-Marie Leprince de Beaumont, 1711－1780)





















































た、ボーモン夫人に大きな影響を与えた教育者としてマントノン夫人(Marquise de Maintenon, 










(Jean de La Fontaine, 1621－1695)の『寓話』(les Fables, 1668-94)や、フェヌロン(Fénelon, 
1651-1715)の『テレマックの冒険』(Aventures de Télémaque, 1699)といった王家の子どもたち
を対象にしたものが源流である。また、ペロー(Charles Perrault,1628‐1703)の『昔話』(Histoires 


































































遣い(“la bonté du caractère, la vertu, la complaisance”)を見抜く力を養うことの大切さを伝えて
おり、それがこのおとぎ話に託されたボーモン夫人の女子教育の目標といえる。 
 
 
 
